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誰もが安心して暮らせる地域社会をつくるためには、

「障がいを理解するための実践教室」では、車いす体験や

高齢者擬似体験、手話体験などを通して、障がいのある方

1 .の 生活や思いに触れます。体験 はあくまできっかけとし、

ラ
講話を通じて一人ひとりの暮らしや考えに出会うことで・

「大変そう」「がわいそう」といった見方でなく、「地域でと

もに生きる一人の人」として捉える視点を育みます。

こうした学びを通 じて、福祉やボランティアへの関心

を高めるとともに、相手を理解 しようとする気持ちや思

いやりの心を育てることを目的としています。

小学校 中学校 高等学校

実施
校数 42校 2校 3校

累計
6503人

129回

54人

2回

291人

12回



ぼ らんていあだより2026年5月 号No.454

内 容 ・科 目

肢体不自由について 車いす体験/多 様性を知る交流プログラム

視覚障がいについて 点字体験/盲 導犬/ア イマスク体験・自助具紹介

聴覚障がいについて 手話体験/書 いて伝える体験(要 約筆記・筆談)

発達障がいについて 発達障がいと自閉症についての理解

知的障がいについて ダウン症についての理解

高齢者について 高齢者擬似体験

福祉について ボランティアや福祉についての講話

その他希望する科目
1

講師とのふれあい交流等

「共 に生 きる力 」を育 む

福祉教 育では、「共 に生きる力」を育む

ことを大切 に しています。地域のみなさ

んが多様 な個性や性別、障が い、国籍 、世

代 の違 いを越え 、他 者と出会いなが ら支

え合 って 生きる力を 育てる ことを 目指

しています。福祉 は制度や支援だけでな

く、「ふ だん の くら しの しあわせ 」と し

⊂捉える ことが重要です。

一方 的に支えるのではな く、人 と人が

関わり合いながら共 に生きる関係の中で自立

が成り立つという視点を重視 します。

「福祉教育」として日常のつながりや支え合

いを学び、共に生きる社会を築く力を育ててい

きます。

社協では、この事業を講師(障 が いの あ る

方 等)と 一緒 に進 めて いま す・ 趨

(この費用 は「社協会費」「赤い羽根
一、

共同募金」から支出しています)b@

情報交換の場 講 師連絡 会

年度内の実践教室の終了後、「講師連絡会」

という情報交換の場を開催し、当年度を振り返

り、各科目講師の実践での気付きや課題を共

有 します。

あわせて、プログラムを超えた情報交換を通

じ、次年度に向けプログラムの方向性や改善点

を整理することを目指しています。
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登録グループ名

琴 啓 会(き ん1九 、かい)

活動内容

特技登録(音楽)

高齢者施設でも障がい者施設で

も依頼があればどこへでも!

「今日楽 しかったね!」 という思い

出づ くりのお手伝いを した いと

思っています。

圃 活動内容 ライブで楽 しい時間を

キーボー ドでライブ感を大切 にしながら歌を届 けて

います。一人で歌 うだけでなく、皆さんが知って いる曲

を弾 いて一緒に合唱することも。リクエス トにも可能

な限りお応え し、アレンジも楽 しみなが ら演奏 します。

キーボ ー ドの ほか大正琴も演奏でき、大正琴の時は

仲間と伺 うこともあります。

歌だけでな く体操や脳 トレなど、楽 しい時間づ くり

にも挑戦 しています。

田〕メ ッセ ージ 一緒に楽 しみましよう

人 と関わることの楽 しさを伝えたい ♪私自身も いろ

んな人と出会 いたい1知 り合 いた い!見 学 ・体 験 ・コラ

ボ なんでも 大歓 迎で～す!

豊 田市の ボ ラ ンテ ィ ア活動 を盛 り上げま しょう!そ

して何 よ り一緒 に楽 しみま しょう～!
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コーデ ィネ ート事例

ぼらんていあだより 2026年5月 号No.454

花の命 をつな ぎ

人 と人 がつな がる川思 いII

吉っかけ

社協CSW職 員が障がい者施設を訪問 した際、

利用者が好きな花を選び花束作 りや生け花を楽

しんだと聞きました。その花は、流通の都合で廃

棄される花の命を繋ぎたいという思いを持つ花

屋さんから提供されたもの。CSW職 員はこの地

域の善意の取 り組みをボランティアセ ンターへ

と共有 しました。

号 号 号

ちょうどその頃

高齢者施設から、利用者ヘフラワーアレンジメント

を体験 して欲 しいので教えてくれるボランティアさ

んを探している、とボランティア依頼が寄せられまし

た。地域との交流を通 じ、笑顔あふれる楽 しい時間を

過ごしてほしいという思いからの試みで した。

そ こでボ ランテ ィアセ ンタ ーは、CSW職 員 が

ら 聞 いて い た花屋 さん に連 絡 。流通の都合で廃棄

される花を 「生きている命 」と捉え救 い出 した い
i

という思いに共感し、協力を快諾してもらいまし

た。この活動は花市場の理解や信頼にも支えられ

ており、その思いを伝えると施設側も深く共感。

双方の願いが重なり、取り組みが具体的に進み始

めました。

▲ 回
,≡ll

CSW(コ ミ ュニテイ ソーシヤル ワーカー)

は 、「どこ に相 談 す れ ば い いかわ が ら な い

悩 み 」を 受 け止 め 、支援 者 や 関係機 関 につ

な いだ り、課題 の解 決 に向 け一緒 に考 え た

りす る"地 域 の 身 近 な 相 談

者"で あ る こ とも役 割 の ひ と

つです。
.9@

ヒ>㌔

花の命 を繋ぎたいという思 いをずっと持ち続けて

いる花屋 さん。地域の方 とさまざまな形でつなが り、

利用者 さんへ楽 しい時間を過 ご し笑顔 になって欲 し

いと願 う高齢者施設職員。

優 しい心が紡 いだ"花 〃を き っか けに、人 と人が 出会

い、笑顔 になる力(ち か ら)を 感 じさせ る事例 で した。



予約な しで

参加OK!1

日

 

団 使用済み切手&ペ ルマーク整理作業

5月8日(金)!6月4日(木)

函 どなたでも

国 無料

時 午前10時 ～正 午

・使用済み切手の周 りを切る作業

・ベル マークを切 り取 り仕分 ける作業

団 ぼ らんて いあだ よリ発 送 作 業

日6月25日(木)
時 午前10時 ～正 午

・たよ りを数えて封筒 に入れる作業

M"誰 か'め 役 に立 つ作 業

日5月28日(木).〃 子どもの居場所〃で使うものを
時 午前10時 ～正 午 新聞紙で作 ります

:1
▲

豊田東高校」RC部

豊田東高校」RC部 は 、愛知 県青 少年 赤 十字

の 活動 を は じめ、献血の呼びかけや地域施設

でのイベ ン トなど、さまざまなボ ランティア

活動に取 り組んでいます。

令和7年 度 に特 に力 を 入 れ て 企 画 した の

が 、11月30日 に松 平 の複合福 祉施 設 「ス ー プ

タ ウ ン」で開催 した多世代交流イベン ト「ぽか

ぽかワスープフェスティバル」です。

みんなの願いを

巖灘 羅

高校生、施設の高齢者 、地域の子どもたちが

グル ープにな り、スタ ンプラリーを楽 しみま

した。初めての企画で大変な こともあ りま し

たが 、形にな って いく過程 は大きなや りが い

がありま した。

当日は世代を超えた交流が生 まれ 、笑顔あ

ふれる時間とな りま した。この経験を今後の

活動にも活か していきたいと思います。
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ぼらんていあだより 2026年5月 号No.454

右の写真を見て思いついた、「ひとこと」を投稿する大喜利

コーナーです。たくさんの ご応募 をお待ち しています!

楽 しい1お も しろい!と 思 える 回答 の 中か ら一部 を次

号以 降、本誌で掲載 します。

応募の中か ら5名 の方 に500円 分の図書

カー ドをプ レゼ ン トします。

応募方法は、裏表紙記載のボランテ ィアセ

ンター住所宛 に八ガキを投函する方法 と、応

募フオームから入力する方法があります。

回 ≡.'

 

7月31日(金)締 切 ※当 日消 印有 効

【当選は賞品の発送をもって発表 にかえさせていただきます】

[
応募の中でいただいた ご感想を紹介 します。たくさんのご応募お待ちしています!

素 敵 な コ ンセ プ ト

「誰か」の役に立つ、というコンセプトが

素敵だと思います。

ボランティアは多種多様でいろ

いろなものがありますが、どの活

無 厳 二篇膿 票 豊
なっています!

お か あ さ ん に勧 め ま した

ぼらんていあだよりを読んで、おか

あさんにボランティアを勧めました。

ボランティアを紹介 して くだ

さり、あ りがとうございます!

鷺㌫ 票票 塩 篁息
せんか?

ぼ ら ん て 君 を 応 援

ぼらんて君のことを初めて知 り、みんなにも

もっと知ってもらって、活動を応援 したくな り

ま した。家族でできることから始めたいと思い

ます。まずはベルマークが どこについてるかさ

がしてみます1

ぼらんて君も応援してもらっ

て喜んでいます1ぼ らんていあ

だよりを通 じて家族の方と一緒 ⑤

にボランティア!職 員 と して 、"

この上なく嬉 しいです1
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とよた市民福祉大学闊國

入学式・市民公開講座

とよた市民福祉大学の講義1を 公開

講座 として市民の方にもご参加いただ

き、地域福祉への関心を持っていただく

機会の一つとして開催 します。

催
時
開
日

場所

申込み

6月13日(土)

午後1時 ～午後3時(受 付:午後12時30分 ～)

鰍 福祉センター 対鰭 麗 穣 の方

5月7日(木)～6月12日(金)一 参加費一

隷鱈灘請鷺 無料

ご窯内

ボランティア活動に一歩を踏み出せずにいる方

や、新たな分野の活動に挑戦してみたい方!

本セミナーをきっかけにボランティア活動を始

めてみませんか?

第1回:7月25日(土)

開 催 第2回:8月1日(土)～29日(±)

日程 の内1日 程度

第3回:8月29El(土).参 加費一

場所 豊田市福祉センタ_無 料

・市内在住 ・在勤・在学の方

対象者 ・3回全てに出席できる方
・高校生以上の方

6月2日(火)～7月18日(土)

申込み チラシの申込書持参 ・電話・

FAX・ メ ール ・専用 フォーム

国 豊田市地域福祉計画・

地域福祉活動計画が始まります

豊田市地域福祉計画・地域福

祉活動計画は、行政と社協が連

携を図りながら一体的に策定を

した福祉分野を横断的につなぐ

基盤となる計画です。

計画期間 レ6年 間(令和8年 度から13年 度まで)

ともに 誰もがつながり合い、自分らしく、基 本理念
レ 安心し

て暮らすことができるまち をつくる

▼計画を推進 していくうえでの視点

①関心を持つ・知る・情報を得る ②つなげる・広める

③参加する・行動する ④主体的に動く・創造する

社協本所、支所、出張所及びホームページにて閲覧ができます。ご興味のある方は、ぜひご覧ください。

蓼
豊田市社会福祉協議会

ボランテイアセ ンター

WEBサ イト

 

回

゜
,

回

二
回 httPs://vc.toYota-shakyo.」P

旦 乞

〒471-0877豊 田 市錦 町1丁 目1-1(豊 田市福祉セ ンタ ー2階)

TEL.0565-31-1294/FAX.0565-33-2346

MAIL.　 vc@toyota-shakyo.jp


